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東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
三
十
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
い
て
、
私
は
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
〜
東
名
間
）
の
地

中
拡
幅
部
工
事
の
談
合
情
報
」
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
九
月
一
日
、
東
日
本
高
速
道
路
会
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
会
社

は
、
「
談
合
等
の
不
正
行
為
の
疑
義
を
払
拭
で
き
ず
、
契
約
の
公
正
性
を
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
契
約

手
続
き
を
取
り
止
め
」
た
と
発
表
し
た
。

ま
た
こ
の
間
、
国
土
交
通
省
等
が
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
「
地
中
拡
幅
部
」
の
「
類
似
の
施
工
実
績
」
と
し
て
き
た
首

都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
、
大
規
模
な
地
盤
沈
下
が
発
生
し
、
多
く
の
家
屋
被
害
が
生
じ
て
い

る
。そ

こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。

一

地
中
拡
幅
部
の
工
事
は
、
国
土
交
通
省
等
が
設
置
し
た
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
で
も
「
世
界
で
も

類
を
見
な
い
規
模
の
、
技
術
的
困
難
さ
を
伴
う
工
事
」
と
さ
れ
て
き
た
。
談
合
等
の
不
正
行
為
の
疑
義
が
払
拭
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る
ゼ
ネ
コ
ン
等
共
同
事
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
と
同
等
の
安
全
レ
ベ
ル
の
技
術
提
案
が
で
き
る
事
業
者
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
、
二
〇
一
七
年
六
月
時
点
で
「
政
府
と
し
て
把
握
し
て
」
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



今
回
の
契
約
手
続
き
の
取
り
止
め
に
よ
り
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
〜
東
名
間
）
の
建
設
は
き
わ
め
て
不
透
明
な

状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
の
契
約
手
続
き
の
取
り
止
め
が
、
現
時
点
に
お
い
て
外
か
く
環
状
道
路
建
設
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
談
合
等
の
不
正
行
為
の
疑
義
を
払
拭
で
き
ず
、
契
約
の
公
正
性
を
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
た
」
と
い
う
こ
と

は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
結
果
及
び
警
察
の
捜
査
結
果
が
出
な
い
段
階
で
の
入
札
の
再
開
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
入
札
の
再
開
の
手
順
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

入
札
を
再
開
す
る
場
合
は
、
い
か
な
る
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
い
か
な
る
談
合

防
止
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。
要
件
等
を
列
挙
さ
れ
た
い
。

四

今
回
の
入
札
は
、
技
術
提
案
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
私
が
決
算
行
政
監
視
委
員
会
で
指
摘
し
た
通
り
の
談
合
が

成
り
立
つ
た
め
に
は
、
技
術
点
を
つ
け
る
側
の
関
与
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
東
日
本
高
速
道
路
会
社
及
び
中
日
本
高
速

道
路
会
社
の
「
談
合
等
の
不
正
行
為
の
疑
義
が
払
拭
」
で
き
な
い
と
い
う
見
解
は
、
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
官
製
談
合
」
の

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
に
さ
れ
た
い
。

五

当
該
工
事
の
入
札
方
式
に
つ
い
て
、
今
後
、
見
直
す
こ
と
も
あ
る
の
か
。

二



六

私
は
今
年
九
月
に
、
首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
現
場
を
視
察
し
た
。
現
時

点
で
の
最
大
沈
下
量
、
家
屋
被
害
等
が
確
認
さ
れ
た
件
数
、
も
っ
と
も
離
れ
た
被
害
家
屋
等
の
工
事
現
場
か
ら
の
距
離
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
発
生
場
所
や
規
模
は
、
着
工
前
の
想
定
内
な
の

か
、
あ
る
い
は
想
定
外
な
の
か
。
根
拠
と
な
る
資
料
の
有
無
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

国
土
交
通
省
、
東
日
本
高
速
道
路
会
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
会
社
は
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て
「
地
下
水
の

変
動
に
よ
る
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
ま
せ
ん
」
と
説
明
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬

場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
を
み
る
か
ぎ
り
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
「
地
中
拡
幅
部
」
工
事
の
安
全
性
は
い
よ
い

よ
疑
問
符
が
つ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
原
因
究

明
も
対
策
も
な
い
ま
ま
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
建
設
を
推
進
す
る
こ
と
は
無
謀
で
あ
り
、
沿
線
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
も

の
と
私
は
認
識
す
る
が
、
政
府
も
同
じ
認
識
か
伺
う
。
ま
た
、
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
原
因
究
明
や
再
発
防

止
策
が
な
い
も
と
で
、
本
線
ト
ン
ネ
ル
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
の
本
掘
進
を
見
切
り
発
車
で
お
こ
な
う
こ
と
は
到
底
あ
り
え

な
い
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



九

首
都
高
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
の
確
立
も
な
い
ま
ま
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
の
「
地
中
拡
幅
部
」
の
入
札
の
再
開
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

首
都
高
速
道
路
横
浜
環
状
北
線
の
馬
場
出
入
口
の
工
事
で
の
地
盤
沈
下
の
規
模
を
み
る
と
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
工
事

に
む
け
て
実
施
し
て
い
る
現
行
の
家
屋
調
査
の
範
囲
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

十
一

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
陥
没
事
故
や
地
盤
沈
下
が
各
地
で
相
次
ぐ
中
で
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
計
画
地
沿
線
の
住
民

の
不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、
緊
急
時
の
避
難
計
画
や
連
絡
体
制
の
整
備
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
東
京
都
調
布
市
議

会
、
武
蔵
野
市
議
会
は
国
に
対
し
て
「
緊
急
時
避
難
計
画
策
定
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
て
い
る
。
実
効
性
の
あ
る
避

難
計
画
や
連
絡
体
制
を
策
定
し
構
築
す
る
以
前
に
、
本
線
掘
進
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
等
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。
政
府

の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


